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詳しくは社会福祉協議会まで。

見守りやサロン活動をしている
福祉委員は、民生委員・児童委員と
同じく地域の困りごとを発見する
大切な福祉のアンテナ役です。

高齢者のためだけでなく、
子どものためにも活躍しています ! !

あなたのまわりにも
　地域で見守る福祉委員

※古紙・古布を回収しています。 ※音訳CDを作成しています。

お元気ですか？
心配なことがあれば、
言ってくださいね。
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　福祉委員は、法律や条例にもとづく制度ではなく、社会福祉協議会長が委嘱する地域の福祉ボラン
ティアです。
　ボランティアですが「福祉」について定期的に学習・研修を積み重ねています。
　新宮町社会福祉協議会では平成 3 年から少子高齢社会を乗り越えるための新しい住民参画の福祉活
動として福祉委員制度を導入しています。
　区長から推薦、社会福祉協議会長より委嘱を受けた福祉委員が、地域内の孤立しがちな高齢者や手
助けが必要な家庭をはじめとする、地域住民の福祉問題の早期発見や福祉情報の提供といった「見守り」
や「支援」を区長、民生委員・児童委員と連携しながら行います。

あなたの地域の福祉委員です。
区長の推薦により、4月1日社会福祉協議会会長が35人の福祉委員を委嘱しました。

お気軽にご相談下さい。

福祉委員ってなに？

みなさん、
よろしくお願いします !!

こんにちは！
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平
成
29
年
度
新
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・一般
会
計
予
算

　

昨
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
改
正
の
施
行
に
向
け
、

本
会
と
し
て
も
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
透
明

性
の
向
上
を
す
す
め
、
定
款
の
全
部
改
正
、
評
議

員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
設
置
や
新
評
議
員
の
選

任
と
い
っ
た
準
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
評
議
員
会
、
６
月
に
は
新
理
事

会
と
新
た
な
体
制
の
も
と
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
中
核
的
な
団
体
と
し
て
力
を
集
結
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
強
み
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大

限
に
活
か
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
、
格
差
の

問
題
が
顕
在
化
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
深

刻
化
す
る
な
か
「
全
世
代
・
全
対
象
型
地
域
包
括

支
援
体
制
」
と
い
う
新
し
い
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ

ン
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
地
域
住
民
を
包
括
し
た
、
地
域
に
よ
る

支
え
合
い
体
制
の
構
築
で
す
。

　

昨
年
、
新
地
域
支
援
事
業
を
受
託
し
、
行
政
と

連
携
し
、
住
民
、
関
係
機
関
・
団
体
、
施
設
、
事

業
所
等
に
広
く
呼
び
か
け
、
交
流
会
を
重
ね
「
協

議
体
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
こ
の
協
議
体
を
ベ
ー
ス
に
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
全
世
代
を
対
象
と
し
た
、
み
ん
な
で
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
知
恵
を
出
し
合
い
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
宮
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
連

携
・
協
働
し
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
を
す
す
め
、
制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
生
活
困
窮

者
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
制
度
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
課
題
に
対
し
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
積
極
的
に
推
進
し
て
い

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
及
び
当
初
予
算
は
３

月
29
日
開
催
の
理
事
・
評
議
員
会
に
て
審
議
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
配
布

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
者
と
活
動
者
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

○
地
域
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
子
育
て
サ

ロ
ン
事
業
へ
の
活
動
支
援

○
地
域
福
祉
を
す
す
め
る
福
祉
学
習
の
推
進

·

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
（
ふ
く
し
ま
つ
り
）
の

開
催

·

地
域
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
へ
の
支
援

·

児
童
・
生
徒
へ
の
福
祉
学
習
の
推
進

○
福
祉
委
員
に
よ
る
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
の
推

進
○
し
ん
ぐ
う
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
、ケ
ー
ス
の
啓
発
・

活
用

○
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

○
行
政
区
福
祉
会
が
地
域
で
実
施
す
る
福
祉
活
動

の
支
援

○
町
内
社
会
福
祉
法
人
と
連
携
し
た
地
域
公
益
事

業
の
検
討

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
サ
ロ
ン
、
在
宅
介
護
者
の

会
等
へ
の
活
動
支
援

○
心
配
ご
と
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
の
設
置

○
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
室
等
と
連
携
し
た
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援

○
訪
問
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

○
車
イ
ス
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
リ
フ
ト
カ
ー
の
貸

出
○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
・
食
料
等
一
時
貸
付
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
・
金
銭
管
理
の
支
援

（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

○
財
産
管
理
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
等
の

契
約
の
支
援
（
法
人
後
見
事
業
）

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
か
ん
が

る
ー
ひ
ろ
ば
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

○
生
活
支
援
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

（
協
議
体
の
運
営
等
）

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業

○
広
報
誌
の
発
行

○
福
祉
活
動
を
支
え
る
財
源
の
確
保

　

社
協
会
員
制
度
の
促
進

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
促
進

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
へ
の
支
援
（
福
祉
バ
ザ
ー
、

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体
制
の
強
化

○
社
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
活
用

○
第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

（単位：千円）

収 入 の 部

会費収入� １,３００ 事業収入� ２,６８９
寄付金収入� ２,２００ 介護保険等収入� １０,９６０
補助金収入� ４０,７２０ 障害福祉サービス等事業収入� ５５２
　福祉センター運営補助含 雑収入等� ２１７
共同募金配分金収入� ３,３９９ 積立金取崩収入� ６,４７４
受託金収入（県町受託９事業）�２５,８５８ 繰越金収入� ３,５００
貸付事業等収入� １,５４９
　　　　　　　　　　　　　　　　  収入合計� ９９,４１８

支 出 の 部
人件費� ５２，９４８
事務費� 1２，９４０
事業費� ２０，３８５
貸付事業費� １，５５０
共同募金配分金事業費� ５，１３１
福祉会地域活動助成金� ２，６２８
固定資産取得費� ０
積立資産支出� ３，０３６
予備費� ８００
支出合計� ９９，４１８

29
年
度
事
業
計
画

き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
に
向
き

合
い
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
福
祉
社
会
の
構
築

を
目
指
し
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
改
正
す
る
た
め

第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
会
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
み
ん
な
の
力
で
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」

を
具
体
化
す
る
た
め
、
町
の
「
地
域
福
祉
計
画
」

と
一
体
的
に
策
定
し
た
「
第
３
次
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
は
以
下
の
各
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２９年度一般会計予算

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

Ⅱ目標
人
が
つ
な
が
る

　
　
　
　
　 

地
域
づ
く
り

Ⅰ目標

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
利
用
で
き
る
地
域
づ
く
り

Ⅲ目標
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　  

基
盤
強
化

Ⅳ目
標
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第１回協議体開催！第１回協議体開催！

協議体に参加するには登録が必要です。下記の窓口で申込下さい。

社会福祉法人
　新宮町社会福祉協議会
福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜4-3-1（社会福祉センター内）

　　TEL 092-963-0921

新宮町役場　健康福祉課
福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜 1-1-1

　　TEL 092-962-0239

○申し込み・問い合わせ先

　５月18日（木）午後２時からそぴあしん
ぐう多目的ホールで「第１回協議体」が開催
され、住民の方をはじめ、各関係団体、町内
の様々な施設や病院の方など多くの方が参加
されました。
　当日は新宮町役場健康福祉課中原保健師よ
り、「新宮町の目指す協議体のかたち」の説
明を受けたあと、今後協議体をどう進めてい
くかについてグループワークを行いました。

　グループワークで出た意見
・協議体の発足となった国の課題、問題点につ

いて参加者全員が共通の認識を持つことが必要。
・施設の情報、買い物や配達の情報、病院の情

報が必要
・先進地の情報。取組内容だけでなく、協議体

としての関わり、だれがどう関わってどう組み
立てたのか。

・今までに地域づくり交流会で検討したことを
深める。

・すべての人々が支え合い生活していくことを
目に見える形でどう実践していくか、地域でど
う雰囲気づくりをしていくか。

　グループワークでは様々な
意見が出され、参加者の自分
たちの住んでいる新宮町を良
くしたいという思いが伝わり
ました。
　今後協議体は２カ月に１回程
度の頻度で開催していきます。
　参加はどなたでも可能です。
一緒に自分たちの住んでいる
地域について考えてみません
か。

みんなでつくろう！　住みやすい新宮町
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新宮町ファミリー・サポート・センター TEL 692−9622
FAX 962−6777

子育て中の親子がつどい、交流や情報交換をしています。子育て中のみなさん、
一緒に「仲間の輪」づくりをしてみませんか。

か ん が る ー ひ ろ ば地域子育て支援センター TEL 963−0134
FAX 963−0127

毎週火曜日から土曜日の
午前9時30分から午後3時30分まで　
※祝休日・社会福祉センター休館日はお休み
町社会福祉センター2階　桐桜の間
※大広間を開放することがあります。
新宮町地域子育て支援センター
　（新宮町社会福祉センター内）
  ☎   ９６３－０１３４（直）
FAX ９６３－０１２７

日　　時

場　　所

問い合わせ先

主なイベント

7月 4日（火）午前11時15分から
午後12時30分まで ランチ会（大広間）

7月 7日（金）午前11時から
午前11時20分まで お話会

7月13日（木）午前11時から
午前11時30分まで お誕生日会

7月15日（土）午前10時から
　　 正午12時まで 夏祭り

毎週月曜日（祝日を除く）
　　午前9時30分から午後2時30分まで
ギャラリーみかみ（的野488－1）

日　　時

場　　所

出張ひろば

※他にも出張ひろばを開催しています。
森の出張ひろばは、自然に囲まれた場所で、親子で自
由に遊べるところです。

※予定は変更することがあります。
詳しくは問い合わせるか
かんがるーだより、ホームページ（新宮町社会福祉協議会で
検索）で確認してください。

ファミリー・サポート・センターは育児のお手伝いをする提供会員と子どもを預けたい
依頼会員が会員となりセンターが仲介して会員同士で支え合う組織です。

どちらも窓口、電話、ＦＡＸで随時受付しています。　ご参加お待ちしています♪

「ファミサポ交流会」
日　時　７月１日（土）
　　　　午前 11 時 30 分から午後 12 時 40 分まで
場　所　新宮町社会福祉センター
　　　　　　３階大広間
内　容　・ヤクルトウン知育講座。
　　　　　　　　　うれしいお土産付♪
　　　　・実践報告　

「お預かりひろば」
日　時　7 月 13 日（木）
　　　　午前 10 時から午後２時まで
　　　　　　（この時間内で設定）
定　員　５組（きょうだい可）

　本来は、提供会員のご自宅で預かるお子さまを、
当センターのお部屋で何組かの会員と一緒にお預
かりする企画です。
　ひととき子どもと離れてリフレッシュしません
か。

※お預かり前に事前打ち合わせをします。
　先着順ですので早めの予約をお願い致します。

【会員のみなさまへイベントのお知らせ】

会員になるといろんなイベントや講座に
参加できます。ぜひ会員登録を♪

参加費無料

利用料が発生します
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こ ん な 時 に 役 立 つ 福 祉 情 報 ！ 　ここでは、新宮町の住民が利用できる
サービスを紹介しています。サービスに

より、該当しない場合もあります。　　　
　詳しくは、お問い合わせください。平成29年度版

社会福祉協議会の福祉サービス
電　話 963−0921　または 962−1222
F A X 963−0127　または 962−6777

サービス名 内　　　　　容 対　　象　　者 個人負担金 備　　考

移送サービス

車イス（２台）のまま乗れるリフトカー
の貸出。
運転する人がいない場合には、運転ボ
ランティアによる目的地までの送迎を
行います。

新宮町社会福祉協議会の社協会員

町在宅で外出の際に車イスを使用する
人

なし 月２回まで

車イスの貸出 一時的な貸し出しをします。 新宮町社会福祉協議会の社協会員
町在住で、外出時などに必要な人 なし １カ月程度

日常生活
自立支援事業

住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
うに、福祉サービスの利用や、日常的
金銭管理のお手伝いをします。
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理
・書類等預かりサービス

町在住で、認知症、知的障がい、精神
障がいなどで、判断能力が不十分なた
め日常生活でお困りの人

（認知症などの診断書や療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳がなくても利用
できます）

相談は無料
利用時間・内容に
応じて設定あり

利用料
１０００円～

通帳等預かり
月３５０円

書類等預かり
月２５０円

生活保護を受けている
人は無料

法人後見事業

日常生活自立支援事業での対応が難
しくなった人が、これからも安心して
地域で暮らすことができるように、社
会福祉協議会が後見人となり支援しま
す。

町在住で判断能力が低下した人 個人により異なり
ます

詳しくは社会福祉協議
会窓口へ

暮らしの相談窓口
（町受託事業　含）

■心配ごと相談　※予約不要
生活・家庭不和・結婚・近隣の問題、
行政対する苦情など身の回りに起こっ
ている心配ごと等に人権擁護委員、行
政相談員が相談に応じます。

町在住者 なし

月１回（第２火曜日）
午前１０時から

午後３時まで
※１人あたり３０分
会場に２時３０分まで
お越し下さい

■福祉なんでも相談　※予約不要
高齢者や家族の悩み、福祉サービスの
利用や金銭管理についての不安、生き
がい活動などの相談に社会福祉協議会
職員が応じます。

■法律相談　※予約必要
法的な知識を必要とする複雑な問題に
対し、弁護士が適切なアドバイスを行
います。

町在住者
※裁判所で起訴中のもの、弁護士に依

頼済みのものは受付できません

ひとつの内容に１回の利用に限ります

なし

奇数月１５日前後
午後１時から

午後４時まで
※１人あたり３０分
定員　６人
申込受付は、

開催月の１日から

あんしん生活支援事業

介護保険制度等では対応できない日常
生活の困りごとを社協ヘルパーがお手
伝いします。

・家事援助
・身体介護

６５歳以上の高齢者
障がいのある人
一時的な病気や産前産後などで家事や
介護にお手伝いが必要な人

５００円～
利用時間・内容に
応じて設定有り

午前８時から
午後６時まで

月曜日から土曜日
（祝日及び年末

年始除く）

社会福祉センターの利用 入浴やヘルストロン（電気治療器）
各種部屋あり。 子どもから高齢者までどなたでも

町在住の６５歳以
上の人 及び 障 が
い 者 手 帳をお持
ちの人は入 館 料
無料
その 他は要問い
合わせ

休館日…月曜日、祝日、
お盆、年末年始、臨時
休館日
詳しくは広報に掲載

ひまわり会
（会食型食事サービス）

ひとり暮らしの高齢者の仲間づくりの
場を提供することを目的に、会食会を
実施しています。

町在住の７０歳以上の一人暮らしの人 １回１００円

年２回
対象者には、福祉委員
が声かけ訪問を兼ねて
案内状を配布します
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サービス名 内　　　　　容 対　　象　　者 個人負担金 備　　考

在宅介護者の交流会
（こぶしの会主催）

介護者同士の情報交換会・交流会・施
設見学や介護に関する福祉サービス学
習会をしています。
その他、日帰りバスハイクを実施。

在宅で寝たきりまたは認知症の高齢者
を介護している人
または支援者

年会費／５００円

行 事 により実 費
負担あり

月１回（第 3 火曜日）
午後 1 時 30 分から

午後 3 時 30 分まで
対象者には、福祉委員
が声かけ訪問を兼ねて
案内状を配布します

傾聴カフェ　そら
（傾聴 VO そら主催）

おいしいコーヒーやお菓子を食べなが
ら、一緒におしゃべりを楽しむ場です。
ボランティアが参加者の話に傾聴する
カフェです。

子どもから高齢者までどなたでも １回１００円

月１回 ( 第３金曜日 )
午後１時から

午後３時まで
社会福祉センター　研修室

障がい者サロン
（ブーケハウス主催）

障がいのある人とボランティアが、お
茶やおしゃべりを楽しみながら情報交
換するサロンです。

町在住の障がいのある人や支援してく
れるボランティア

なし
行事によって実費
負担あり

月１回（第２木曜日）
午後１時３０分から

午後３時３０分まで
ボランティアセンター　研修会議室

ハートルーム
( ブーケハウス主催）

同じ障がいのある人同士で、温かいスー
プやコーヒーを飲みながら、安心でき
る居場所づくりをするサロンです。

こころの病を持った人
こころが疲れていると感じる人 １回１００円

月１回（第２木曜日）
午後１時３０分から

午後３時３０分まで
ボランティアセンター　研修会議室

地域子育て支援センター
事業
かんがるーひろば
出張ひろば

常設のひろばを開設し、子育て家庭の
保護者と、その子どもが気軽に集い、
うち解けた雰囲気の中で語り合い相互
に交流する場を提供します。

原則０～３歳の乳幼児とその保護者
なし
行事によって実費
負担あり

かんがるーひろば
週５日（ 火～土曜日）
社会福祉センター

休 館日は除く
直通TEL（０９２）９６３－０１３４
出張ひろば
毎週 月曜日
祝日、年末年始は除く

ファミリーサポートセン
ター事業（町受託事業）

育児の援助を行いたい人（提供会員）
と育児の援助受けたい人（依頼会員）
が会員となり、センターが仲介して、
会員同士で支え合う会員組織です。

生後 6 ヶ月～小学校 6 年生までの子を
持った親
会員は町内在住
依頼会員は在職は可

１時間当たり
６００円

時間帯・祝日等に
より変更あり

センター開所
月曜日～金曜日
午前８時３０分から

午後5時まで
土・日曜日、祝日は除く
サービス提 供時間は
要問い合わせ
直通TEL（０９２）６９２－９６２２

貸付事業（町・県事業）

○総合支援資金
離職などにより収入が無くなった人
が、再就職し生活を再建するまでの
間に必要な費用。

○福祉資金
日常生活を送る上で、一時的に必要
であると見込まれる費用。
・生業を営むのに必要な経費
・住宅の増改築、補修等及び公営住

宅の譲り受けに必要な経費
・障がい者用自動車の購入に必要な

経費　　等
○教育支援資金

学校教育法に規定する高等学校、大
学又は高等専門学校に就学及び入学
に際し必要な費用。

※この他にもあります。要問合わせ。

町在住の低所得者で貸し付けを受ける
ことにより、安定生活ができる人で、
他の融資を受けることが困難な人

担当地域の民生委員を
通じて申請

手話通訳派遣事業
（町受託事業）

聴覚障がい者に対して、手話通訳奉仕
員を派遣し、社会参加と日常生活の利
便を図ります。

町在住の聴覚障がい者で、身体障害者
手帳の交付を受けている人
※町の認定を受けた人

なし ２４時間、３６５日対応

地域生活支援事業
（町受託事業）

屋外での移動が困難な障がい者に対し
て、外出及び余暇活動等の社会参加の
ための移動支援をします。

障がい者であって町が外出時に移動の
支援が必要と認めた人

利用者の 世帯の
所 得 区 分による
負担あり

利用時間は３０分を単
位とし、町が認定

ホームヘルパー派遣
受託事業

（町受託事業）

日常生活において家事（掃除・買い物等）
や身体を介助し、自立を支援します。

町在住のおおむね６５歳以上の人で、
介護認定非該当者
ひとり親家庭

※町の認定を受けた人

利用時間・内容に
応じて設定あり

高齢者…週１～３時間

ひとり親…月５日まで

ホームヘルプサービス
介護保険事業

日常生活において、買い物・調理・掃除・
洗濯などの家事支援や、外出介助・排
泄介助・体位交換などの身体介助をホー
ムヘルパーが行います。

介護認定該当者

※町に申請をして介護認定を受ける必
要があります

利用時間・内容に
応じて設定あり

午前５時から
午後１１時まで

年中無休

ホームヘルプサービス

日常生活において、買い物・調理・掃除・
洗濯などの家事支援や、外出介助・排
泄介助・体位交換などの身体介助をホー
ムヘルパーが行います。

障がい者福祉サービス受給者 世帯の状況により
新宮町が決定

午前５時から
午後１１時まで

年中無休
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ボランティアセンター TEL 962−1222
FAX 962−6777

ボランティアで地域に笑顔を
ボランティアセンターでは、

ボランティアを随時募集しています。
登録の種類は様々です。

自分の生活に合った方法で活動してみませんか？

８ つ の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が
活 動 し て い ま す 。 同 じ 目 的
を 持 つ 人 が 集 ま り 、 よ り 良
い 地 域 づ く り を 目 指 し て 、
情 報 交 換 や 定 期 的 な 活 動 を
し て い ま す 。

登 録 中の団 体
・粕 屋 地 区手 話 の 会
　 　 新 宮 支 部 あやとりの 会
・傾 聴 ボラン ティア 　 そら
・新 宮外 あそび の 会
・S h i n g u 子 育 て N AV I
・布 おもちゃづくり
　 　 ボラン ティア  つむ G u
・バ ルーンアート
・新 宮 町食 生 活 改 善 推 進 会
・r a i n b o w  h o u s e

ボランティア団体

在 宅 や 施 設 、 学 校 な ど さ ま
ざ ま な 場 所 や 行 事 で の ボ ラ
ン テ ィ ア を 行 っ て い ま す 。
学 生 ・ 主 婦 ・ 退 職 後 の 男 性
な ど 幅 広 い 活 動 者 が 登 録 し
活 動 し て い ま す 。

活 動 例
・特 別 支 援 学 校 、
　 　 児童 の 外 出 補 助
　 　 および 交 流
・運 転 ボラン ティア
・外 出 時 の 介 助
・音 訳 C D の 作 成
・点字 本 の 作 成 　 等

個人ボランティア

自 分 の 得 意 な こ と を 活 か し
て ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を す る
ボ ラ ン テ ィ ア （ 人 ・ グ ル ー
プ ） で す 。 地 域 や 施 設 の 活
動 や 行 事 な ど で 特 技 を 披 露
し て い ま す 。

こんな 方が います！
・体 操 、 エアロビクス
・手 品
・ハー モニカ
・オカリナ
・安 来 節（ どじょうすくい）
・銭 太 鼓
・歌（ 唱 歌 ）
・落 語

特技ボランティア

今年もふれあいフェスタを開催します！
年に１度の福祉まつりです。バザーや福祉体験などさまざまな企画でいっぱいです！！
そんな楽しいまつりを、みなさんの手でさらに楽しくしませんか？
あなたのアイディアでもっと楽しくなりますよ。
●日　　時：９月 10 日（日）　
　　　　　　　　午前 10 時から午後 3 時まで
●場　　所：新宮町社会福祉センター
　　　　　　及びボランティアセンター

●内　　容：体験活動や受付などのお手伝い
※詳細はボランティアセンターまで。

ふ れ あ い フ ェ ス タ 20 17 開 催 ＆ ボ ラ ン テ ィ ア 募 ！！集
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訪問介護事業所 TEL 963−0922
FAX 963−0127ヘ ル パ ー 室 だ よ り

あんしん生活支援事業をご利用の
　　　 小林さんに話を伺いました。
　小林さんのお宅には週３回調理の支援に入っています。ご自分でも調理されますが、レ
パートリーも少なかったようです。あんしん生活支援事業を利用され、食生活が広がった
そうです。
　「今は、食べたいものを買ってきて、作ってもらいようよ。掃除洗濯は自分でしようよ。
玉ねぎやら、じゃがいもやら…作りよう野菜を使ってやってもらいよる。ラーメン、味噌
汁は作れるけどね、他のおかずを作ってもらって助かる。ヘルパーさんには恩がある。み
んないいもんねー。きちんとしてくれる。」と、喜んで頂いています。
　これからも、畑をしながらお元気な姿を見せて下さい。

ヘルパーより：
小林さんの、今までの食習慣や食べ物の好みを聞き、考えて調理しています。
食べることは体の健康だけでなく、楽しみとしての心の健康となることを
思いながら調理を行っています。

r
レ イ ン ボ ー

ainbow h
ハ ウ ス

ouse

楽しく♪生きがいづくりしてみませんか？

　

○日時　７月 26 日（水）
　　　　午前 10 時 30 分から正午まで
○場所　ボランティアセンター
　　　　研修会議室
○問い合わせ先

 090-7294-6241
  ile-des-pins1992@docomo.ne.jp
  緑ケ浜２丁目　西 河 扶美子

オリエンテーション 申込不要

※文部科学省認定の
　　　　チームです

家庭教育支援チーム

詳細を知りたい方は、
ぜひご参加下さい。

レインボーハウスでは…お父さん、お母さんに、いま必要なことを伝えていきたい！もっと笑顔で子育
てを楽しんでほしい！と、活動をしています。出来るときに出来ることを、楽しく、時には真剣にご協
力いただける方を募集しています。

例えば…
「伝承遊び」・「しめ縄作り」・「野菜作り」・「花を育てる」
「子どもと遊ぶ」・「読み聞かせ」・「生活の知恵」
「みそ作り」・「漬物作り」など得意！教えることが出来る
「自分の得た知識や経験を生かし何か手伝えたら」等々

あんしん生活支援事業は
P6 に掲さいしています。
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○
立
花
口
区

髙
木　

克
宣（
１
）

井
上　

英
機（
１
）

永
元　
　

洋（
１
）

堀
田　

一
夫（
１
）

安
部　

直
熙（
１
）

高
木　

國
昭（
１
）

舩
越　

裕
二（
１
）

高
倉
美
奈
子（
１
）

堀　

ト
シ
子（
１
）

髙
倉　

育
子（
１
）

井
浦　

美
雪（
１
）

堀
田　

嘉
人（
１
）

上
野　

正
義（
１
）

副
田　

正
人（
１
）

井
上
マ
サ
子（
１
）

浦
野　

英
浩（
１
）

上
野　

勝
彦（
１
）

園
田　

和
亀（
１
）

上
野　

照
夫（
１
）

石
川　

賢
一（
１
）

堀　

ス
ミ
子（
１
）

西
津　

昭
代（
１
）

荒
牧　

元
吉（
１
）

城
戸
興
次
郎（
１
）

○
花
立
花
区

田
中　

豊
子（
２
）

岩
隈　

正
実（
１
）

岩
隈　

利
太（
１
）

岩
隈　

正
利（
１
）

岩
隈　

和
重（
１
）

岩
隈
千
鶴
子（
１
）

岩
隈　

将
訓（
１
）

草
塲　

新
治（
１
）

草
塲　

貞
門（
１
）

草
塲　

清
則（
１
）

草
塲　
　

薫（
１
）

草
塲　
　

誠（
１
）

伊
藤　

英
司（
１
）

岩
隈　

恵
一（
１
）

岩
隈　

康
成（
１
）

草
場　

光
夫（
１
）

古
森　

重
信（
１
）

○
三
代
区

中
野　

孝
明（
１
）

中
野　

芳
彦（
１
）

井
浦
佳
代
子（
１
）

中
野　

正
路（
１
）

森　

由
美
子（
１
）

早
坂　

正
美（
１
）

山
中
憲
太
郎（
１
）

中
村　

賢
一（
１
）

中
村　

浩
子（
１
）

吉
村　

景
子（
１
）

床
並　

則
雄（
１
）

浦　
　

正
則（
１
）

諫
山　

嘉
刀（
１
）

山
田　

正
孝（
１
）

三
木
ひ
と
み（
１
）

阿
部　

正
光（
１
）

濱
田　
　

敏（
１
）

○
上
府
区

森　
　

勝
範（
３
）

森　
　

金
伍（
２
）

森　
　

峯
徳（
２
）

森　
　

正
文（
２
）

森　
　
　

勝（
２
）

白
石　

一
雄（
２
）

中
澤　

桂
子（
１
）

山
中　
　

浩（
１
）

田
代
由
布
子（
１
）

村
川　

幸
子（
１
）

熊
田　

國
博（
１
）

城
野　

茂
子（
１
）

安
川　

幹
彦（
１
）

赤
坂　

伸
子（
１
）

高
木　

法
行（
１
）

中
野　

正
敏（
１
）

安
川　

雄
二（
１
）

安
川　

博
明（
１
）

小
野　

早
苗（
１
）

青
木　

雅
任（
１
）

井　
　
　

彬（
１
）

安
武　

研
二（
１
）

安
武　

仁
子（
１
）

赤
坂　
　

周（
１
）

安
武　

徳
昌（
１
）

安
武　

秀
美（
１
）

安
武
智
世
子（
１
）

森　
　

茂
敏（
１
）

行
平　
　

新（
１
）

森　

ミ
ド
リ（
１
）

森　
　

和
美（
１
）

松
本　

誠
也（
１
）

中
野　

京
子（
１
）

岩
本　

虎
雄（
１
）

松
田　
　

明（
１
）

廣
田　
　

修（
１
）

中
山　

輝
義（
１
）

古
賀
祐
二
郎（
１
）

楠
本　

譲
二（
１
）

片
山　

憲
治（
１
）

井
手
久
美
子（
１
）

横
大
路
清
志（
１
）

安
武　

隆
子（
１
）

園
田　

季
子（
１
）

○
緑
ケ
浜
区

末
永　

弘
志（
１
）

美
奈
川
由
里（
１
）

櫻
井　

優
希（
１
）

○
夜
臼
一
区

髙
野　

虎
一（
２
）

井
上　

貞
子（
１
）

○
夜
臼
２
区

池
田　

義
則（
１
）

井　

フ
ジ
ミ（
１
）

城
戸　

和
子（
１
）

松
田
由
美
子（
１
）

鬼
木
眞
知
子（
１
）

新
納
美
智
子（
１
）

城
戸
キ
ヌ
エ（
１
）

宇
都
宮
篤
一（
１
）

稲
冨　

芳
彦（
１
）

○
夜
臼
３
区

髙
杢　

和
男（
１
）

髙
杢
美
津
子（
１
）

江
良　

征
彦（
１
）

小
田　

宗
一（
１
）

上
野　

國
雄（
１
）

上
野　

久
子（
１
）

橋
本　
　

昇（
１
）

橋
本　

淳
子（
１
）

小
川　

友
二（
１
）

小
川
恵
美
子（
１
）

荒
口　
　

薫（
１
）

阿
部　
　

収（
１
）

阿
部　

純
子（
１
）

廣
渡　

正
三（
１
）

宮
田　

明
子（
１
）

亀
山
キ
ミ
ヨ（
１
）

中
川
砂
千
代（
１
）

綛
谷　

絹
子（
１
）

○
夜
臼
４
区

小
見
山　

茂（
１
）

早
川　

勝
博（
１
）

瀬
川　

辰
光（
１
）

石
田　

澄
子（
１
）

○
下
府
２
区

金
光
ア
ン
ナ（
３
）

西　

美
代
子（
１
）

岩
崎
喜
代
子（
１
）

石
橋　
　

誠（
１
）

篠
﨑
久
美
子（
１
）

谷
口　

孝
二（
１
）

城
戸　

嘉
則（
１
）

北
崎　
　

明（
１
）

福
島　

寿
子（
１
）

野
﨑　

敏
一（
１
）

伏
原　

康
規（
１
）

久
野
ヒ
ト
ミ（
１
）

安
河
内
清
徳（
１
）

秦　
　
　

豊（
１
）

瀬
戸　

信
次（
１
）

山
田
喜
代
子（
１
）

松
尾
ト
キ
エ（
１
）

近
藤　

良
樹（
１
）

近
藤　

文
江（
１
）

落
石　

郁
子（
１
）

船
越　

和
子（
１
）

落
石　

重
子（
１
）

篠
﨑　
　

満（
１
）

落
石　

広
子（
１
）

落
石
猪
之
祐（
１
）

吉
嗣　

重
喜（
１
）

田
角
ワ
カ
子（
１
）

篠
﨑
多
恵
子（
１
）

大
野
キ
ヨ
子（
１
）

上
邑
さ
か
え（
１
）

笠
井　

米
實（
１
）

笠
井　

千
鶴（
１
）

髙
橋　

妥
子（
１
）

松
尾　

玲
子（
１
）

松
﨑　
　

清（
１
）

押
尾　

恵
子（
１
）

小
室
か
よ
子（
１
）

安
武
キ
ク
ヱ（
１
）

持
山　

晴
樹（
１
）

中
島　

祥
子（
１
）

伊
東　

靖
雄（
１
）

長
澤
美
紗
子（
１
）

久
保　

政
次（
１
）

太
田　

六
郎（
１
）

太
田　

淳
子（
１
）

今
福　

祥
子（
１
）

森
田
登
美
江（
１
）

花
田
タ
ツ
子（
１
）

入
枝
征
一
郎（
１
）

持
山　

英
美（
１
）

迫
田　

正
剛（
１
）

若
松　

栄
一（
１
）

江
原　

隆
晴（
１
）

梅
谷　

吉
文（
１
）

松
尾　

萬
七（
１
）

藤
野　

麗
子（
１
）

田
尻　

保
弘（
１
）

桐
島　

房
男（
１
）

添
野　

忠
司（
１
）

内
野　

雅
子（
１
）

尾
崎　

武
徳（
１
）

平
野　

榮
士（
１
）

片
山　

敬
之（
１
）

早
田　

茂
美（
１
）

藤
瀬
早
智
子（
１
）

平
方
美
和
子（
１
）

阿
部　

利
美（
１
）

林　
　

平
治（
１
）

鳥
飼　

顕
史（
１
）

三
輪　

恭
子（
１
）

草
場　

久
子（
１
）

徳
重　

法
子 　（
１
）

平
川
金
四
郎（
１
）

兒
嶋　

悦
子（
１
）

仲
田　

陽
子（
１
）

平
成
29
年
度
社
協
会
員

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
5
月
30
日
現
在　

順
不
同
・
敬
称
略

掲
載
の
了
承
を
得
ら
れ
た
方
の
み
、お
名
前
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。
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寄
付
の
お
礼

○
香
典
返
し

（
５
月
30
日
受
付
ま
で
）

○
一
般
寄
付

　

地
域
福
祉
の
為
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

次
の
人
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。  

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
宮
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー　

様�　

金
一
封

寄
付
さ
れ
た
人

亡
く
な
ら
れ
た
人
（
区　

名
）

井
浦　

輝
昭
様

井
浦　

愛
子
様
（
原　

上
）

岩
隈　

清
子
様

岩
隈　

利
太
様
（
原　

上
）

草
塲　

早
苗
様

草
塲　
　

誠
様
（
原　

上
）

上
野　

幸
子
様

上
野　

清
登
様
（
夜
臼
二
）

堺　
　

初
代
様

堺　
　

吉
久
様
（　

湊　

）

稲
光　

滝
信
様

稲
光　

源
吾
様
（
相　

島
）

児
嶋
サ
マ
子
様

児
嶋　
　

司
様
（
相　

島
）

編 集 後 記
　久しぶりの編集後記への登場です。２年の修業期
間を経て、社会福祉協議会に帰ってきました。これ
からもみなさんよろしくお願いします。ボランティ
アや福祉学習、福祉委員関係の担当をします！！

　そして、毎年９月に開催しているふれあいフェス
タの担当でもあります。ふれあいフェスタ実行委員
会では、みなさんが楽しめよう企画を進めています。
９月 10日（日）ふれあいフェスタ 2017にぜひお
越しください。
　　　　　　　　　　　　　　だっちー

江
藤　

数
利（
１
）

稲
富　

礼
子（
１
）

平
野　

好
子（
１
）

三
木　

真
一（
１
）

波
平　

元
辰（
１
）

片
山　

清
隆（
１
）

八
尋　

良
子（
１
）

平
野　

理
枝（
１
）

平
野　

正
道（
１
）

○
桜
山
手
区

松
村　

嘉
俊（
２
）

只
松　

英
雄（
１
）

下
ノ
村
善
人（
１
）

金
光　

司
郎（
１
）

富
松　

宣
夫（
１
）

鈴
木
シ
ゲ
子（
１
）

亀
田　

玲
子（
１
）

帖
地　

浩
二（
１
）

松
井
テ
ル
子（
１
）

茅
野　

文
雄（
１
）

藤
中　

景
子（
１
）

前
田　

捷
洋（
１
）

佐
々
木
玲
子（
１
）

松
本　

靖
弘（
１
）

曽
根　

京
子（
１
）

東
島
與
一
郎（
１
）

瀧
本
美
智
子（
１
）

小
代　

光
義（
１
）

美
奈
川
八
郎（
１
）

鈴
木　

里
子（
１
）

三
船　

清
志（
１
）

水
野　

章
彦（
１
）

後
藤　

香
織（
１
）

北
崎　

淳
子（
１
）

北
崎　

福
雄（
１
）

安
河
内
秀
子（
１
）

大
塚　

安
代（
１
）

森　
　

俊
昭（
１
）

今
林　

久
子（
１
）

山
本　

雅
子（
１
）

牟
田　

正
光（
１
）

川
上　

仁
公（
１
）

安
武　

速
子（
１
）

辻　
　

倉
雄（
１
）

鴛
海　

朝
香（
１
）

武
本　

艶
子（
１
）

本
郷　

隆
達（
１
）

篠
﨑
佐
和
子（
１
）

松
尾　
　

士（
１
）

黒
木　

勝
子（
１
）

安
武　

鹿
枝（
１
）

吉
田　

龍
二（
１
）

松
尾　

哲
子（
１
）

進
藤　

知
子（
１
）

中
村　

君
子（
１
）

北
方　
　

瞳（
１
）

篠
崎　

信
子（
１
）

矢
山　

初
子（
１
）

濱
田　

康
三（
１
）

讃
井
登
美
子（
１
）

北
崎　

明
子（
１
）

濱
﨑　
　

拓（
１
）

渕
田　

貞
美（
１
）

矢
山
タ
カ
子（
１
）

因
幡　

俊
雄（
１
）

高
田　

静
江（
１
）

山
田　

安
永（
１
）

近
藤　

修
平（
１
）

江
口　

竜
美（
１
）

薩
摩　

秀
子（
１
）

本
郷　

哲
昭（
１
）

○
湊
坂
区

諸
住　

直
保（
１
）

○
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
区

岡
田　

雅
明（
２
）

手
島
征
次
郎（
１
）

野
上　

ま
り（
１
）

有
高
啓
一
郎（
１
）

帆
足　

達
也（
１
）

村
山　

正
己（
１
）

日
高　

祐
二（
１
）

○
新
宮
区

篠
崎　

勝
美（
２
）

藤
井　

昭
江（
１
）

篠
崎　

昭
子（
１
）

矢
山
ユ
キ
エ（
１
）

矢
山　

悦
子（
１
）

桐
島　
　

隆（
１
）

井
上　

幸
子（
１
）

常
岡　

英
之（
１
）

上
田　

平
吉（
１
）

桐
島
ひ
さ
子（
１
）

桐
島　

信
正（
１
）

井
上
チ
エ
子（
１
）

井
土　

保
之（
１
）

中
井　

励
作（
１
）

谷
口
誉
士
男（
１
）

松
尾　

繁
喜（
１
）

山
田　

沢
虎（
１
）

田
口
ト
シ
子（
１
）

石
橋　

俊
秋（
１
）

片
岡　
　

正（
１
）

江
藤
陽
一
郎（
１
）

○
湊
区

堺　
　

哲
男（
２
）

進
藤
ソ
ノ
ヱ（
１
）

落
石　

信
幸（
１
）

舩
越　

辰
雄（
１
）

篠
崎　

宏
輝（
１
）

舩
越　

峯
子（
１
）

落
石　

百
枝（
１
）

堺　
　

鞠
子（
１
）

篠
﨑　
　

徳（
１
）

小
林　

英
之（
１
）

福
島　

秀
喜（
１
）

藤
本　
　

誠（
１
）

落
石　
　

誠（
１
）

落
石　

寅
重（
１
）

落
石　

好
紀（
１
）

進
藤　

武
俊（
１
）

落
石　

尚
子（
１
）

篠
崎　

恒
治（
１
）

篠
崎
シ
ズ
エ（
１
）

落
石　

義
和（
１
）

落
石　

裕
次（
１
）

落
石
美
恵
子（
１
）

落
石　

茂
義（
１
）

竹
松　

正
道（
１
）

冨
永　

光
好（
１
）

落
石　

哲
司（
１
）

井
上　

節
子（
１
）

松
尾　

義
子（
１
）

落
石　

末
夫（
１
）

松
尾　
　

聡（
１
）

寺
﨑　

祐
子（
１
）

田
中　

隆
亘（
１
）

吉
岡　

利
恵（
１
）

河
田　

五
郎（
１
）

篠
﨑　
　

隆（
１
）

落
石　

藤
雄（
１
）

落
石　

一
夫（
１
）

篠
崎　

実
治（
１
）

古
賀　

徳
親（
１
）

落
石　

春
代（
１
）

篠
崎　

宏
道（
１
）

落
石　

廣
孝（
１
）

篠
﨑
ひ
と
み（
１
）

篠
﨑　

義
仁（
１
）

進
藤　

健
二（
１
）

落
石　

寅
則（
１
）

舩
越　
　

浩（
１
）

舩
越　

正
道（
１
）

落
石　

秀
行（
１
）

堺　
　
　

昇（
１
）

堺　
　

芳
則（
１
）

船
越　

寅
昭（
１
）

船
越　

秀
喜（
１
）

舩
越　

孝
徳（
１
）

落
石　

芳
信（
１
）

舩
越　

正
重（
１
）

堺　
　

政
徳（
１
）

進
藤
フ
ク
ヱ（
１
）

舩
越　

純
子（
１
）

舩
越
龍
之
介（
１
）

占
部　

正
之（
１
）

松
尾　

裕
史（
１
）

舩
越　

重
信（
１
）

木
部　

雅
英（
１
）

宮
﨑　
　

仁（
１
）

高
倉　

泰
宏（
１
）

池
田　

俊
幸（
１
）

竹
内　

聖
司（
１
）

磯
部　

政
男（
１
）

藤
原　

一
孝（
１
）

前
田
憲
一
郎（
１
）

芳
賀　

宗
子（
１
）

岡
本　

一
男（
１
）

植
村　

和
輝（
１
）

○
相
島
区

長
澤　

文
勝（
３
）

長
竹　

克
徳（
１
）

篠
﨑　

直
寿（
１
）

稲
光　

俊
行（
１
）

三
船　

松
代（
１
）

三
船　

勝
則（
１
）

三
舩　

守
人（
１
）

三
舩　

清
人（
１
）

香
川　

直
子（
１
）

花
田　
　

満（
１
）

真
鍋　

吉
臣（
１
）

稲
光　

市
實（
１
）

花
田
イ
ワ
エ（
１
）

花
田　

美
鹿（
１
）

丸
山　

英
機（
１
）

樫
村　

祐
一（
１
）

井
上　

初
代（
１
）

長
竹　

和
代（
１
）

稲
光　

良
二（
１
）

稲
光　

安
江（
１
）

花
田
千
代
志（
１
）

西
野　

尚
子（
１
）

長
澤　

照
仁（
１
）

三
舩　

英
治（
１
）

西
野　
　

昇（
１
）

山
田
美
知
子（
１
）

中
澤　

慶
輝（
１
）

城
戸　

浩
二（
１
）

西
野
ヒ
ロ
子（
１
）

稲
光　

秀
彦（
１
）

三
舩　

林
二（
１
）

中
澤
美
穂
子（
１
）

長
澤
喜
久
男（
１
）

真
鍋　

国
治（
１
）

花
田　

忠
衛（
１
）

花
田　

安
博（
１
）

山
田　

博
文（
１
）

三
舩　

政
秀（
１
）

井
上　

玄
二（
１
）

三
舩　

真
治（
１
）

井
上　
　

清（
１
）

井
上　

愛
子（
１
）

山
田　

正
憲（
１
）

香
川　

高
夫（
１
）

香
川　

政
樹（
１
）

井
上　

茂
子（
１
）

篠
崎　

孝
之（
１
）
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この広報は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成されています。

安心して暮らしていただくための相談窓口 相談はすべて無料です。
秘密は固く守ります。

◇心配ごと・福祉なんでも相談◇
  （毎月第2火曜日開催）※8月13日はお盆のため休館日

みなさんの身のまわりに起こっている苦情や
心配ごとなど、気軽にご相談ください。
●日　時 ： 7月11日（火）
　　　　　8月 8日（火）
　　　　　9月12日（火）　
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●相談員 ： 人権擁護委員　行政相談員
　　　　　社会福祉協議会職員
●内　容 ： 生活・家庭不和・結婚・近隣の問題

行政に対する苦情、高齢者や家族の悩み、
福祉サービスの利用や金銭管理についての
不安、生きがい活動などの相談
※予約は不要です。午後２時３０分までにお越しください。

◇無料法律相談◇ （隔月開催）
法的な知識を必要とする複雑な問題に対し、弁護士が
適切なアドバイスを行います。
●日　時 ： �7月１4日（金）午後１時から午後４時まで 

9月１5日（金）午後１時から午後４時まで
　　　　　※１人あたり３０分
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●対　象 ： 原則として町内に住んでいる人

※裁判所で起訴中のもの、弁護士に依頼済みのものは受付　
できません。また、ひとつの内容については１回の利用に　
限ります。

●定　員 ： ６人
●申込受付開始日 ： ７月３日（月）
　　　　　　　　　９月１日（金）
●申込方法 ： 窓口または電話

午前１０時から午後3時まで
※１人あたり３０分

詳しくは
お問い合わせ

下さい

新宮町社会福祉協議会 （社会福祉センター内）

　　　　（TEL） 963−0921　　（FAX） 963−0127

※予約制。定員になり次第しめきり

福祉バスの運転手募集夏休みバスハイク参加者募集！
　社会福祉協議会の所有する福祉バス（マイクロバ
ス）の運転手を募集します。
　詳しくはお問い合わせください。

　町内に住む一人親家庭を対象に、夏休みバスハイ
クを実施します。
　みなさん夏休みの思い出作りに、ぜひ参加しませ
んか。

○雇用形態 臨時職員
○賃　　金 時給 1,000 円
○勤務内容 マイクロバス（29 人乗り）の運転

①水曜日、金曜日の町内定期巡回及び
　事務処理補助
②不定期（イベントやバスハイク時の
　送迎）
運行時間 午前８時 30 分から午後５時
までの間です。

○必要な免許 大型免許もしくは中型限定解除免許
○申し込み方法 履歴書と免許証のコピーを提出してく

ださい。
○申し込み締切 平成 29 年７月 31 日（月）
○申し込み・問い合わせ先

社会福祉法人　新宮町社会福祉協議会
　 　 　 　 TEL 0 9 2 - 9 6 3 - 0 9 2 1
　 　 　 　 FAX 0 9 2 - 9 6 3 - 0 1 2 7

○日　　時 平成 29 年 8 月 27 日（日）
　午前 8 時 15 分（新宮町社会福祉セ
ンター駐車場）

○行 き 先 朝倉街道、フルーツ狩り、古い町並、
三連水車、おたのしみ体験

○参 加 費 会員 500 円、一般 1,000 円
○対 象 者 町内に住む一人親家庭（父子・母子）

の親子
※小学 4 年生以下は必ず保護者同伴

○当日の注意点
・当日は午前８時 15 分に新宮町社会福祉センター

駐車場に集合。時間厳守でお願いします。
・暑い日差しが予想されますので、各自で帽子や水

筒など、熱射病対策をお願いします。
・乗り物酔いをしやすい人は、各自で事前に酔い止

めの薬を飲んできてください。
○申込締切 ８月 21 日（月）
○主　　催 新宮町母子寡婦福祉会
○申し込み・問い合わせ先

新宮町社会福祉協議会
　　　　TEL 0 9 2 - 9 6 3 - 0 9 2 1
　　　　FAX 0 9 2 - 9 6 3 - 0 1 2 7


